
令和８年度第１回山口県感染症対策連携協議会 概要 

 

１ 開催日時・場所 

  令和８年 10 月 13 日（火）18:30～19:40（オンライン開催） 

２ 出席者 

  委 員   松永委員、鶴田委員、長谷川(俊)委員、守分委員、佐世委員 

門屋委員、塩田委員、木下委員、山本委員、原田委員 

長谷川(真)委員、田中委員、内田委員、福田委員、髙橋(秀)委員 

調委員、渡邉委員 

（19 名中 17 名出席） 

  オブザーバー  松浦岩国環境保健所長、吉山周南環境保健所長 

高橋山口環境保健所長、原田防府保健所長 

伊藤宇部環境保健所長、坂田長門環境保健所長 

油利萩環境保健所長 

  県(事務局) 嶋田健康福祉部理事、健康増進課 前田課長 

感染症班 河地主幹(班長)、村井主幹、岡田主事  

３ 議 題 

（１） 感染症の発生動向について 

（２） 感染症予防計画等に掲げる県の施策の進捗状況について 

  ・県健康増進課村井主幹より、感染症対策推進監の取組について説明。 

（３） エイズ医療体制について 

（４）感染症発生時の情報の公表及び記者発表の基準・内容の見直しについて 

 

４ 委員からの主な意見等 

・協定締結医療機関との協定内容やＰＰＥの備蓄等について、当該医療機関へ

の定期的な確認が必要であると考える。 

・有料老人ホームやサービス付き高齢者住宅で一部屋に２～３人を入居させて

いるケースがある。こうした状況は感染リスクを高めるため、行政による監

査等により指導していく必要があると考える。 

 


